
令和２年４月１３日 

 

医療機関の長 殿 

茨城県医師会会長 諸岡 信裕 

 

「新型コロナウイルス関連感染症：第３０報」 

 

新型コロナウイルス感染者の増加に関して 

 

昨日の時点で、県内の新型コロナウイルス感染者は１０９人となり、連日増加傾向を示し、

感染者の中には、教職員や医療関係者、消防署員などが含まれており、幅広い職種で、

拡大傾向を示しています。 

１０日に、大井川知事は、記者会見を開き、新型コロナウイルス感染者のうち、無症状・

軽症者の病院以外での受け入れを１３日以降に始める方針を示しました。現時点では、公

的・民間施設で４施設、約２３０室確保しており、他に約１３０室の協力申し出があるとの事

です。今後、全県下を一元的に調整する入院調整本部が、広域的な入院や転院の調整を

行う予定です。 

さらに、緊急事態宣言が発令された地域から帰省する事例や、感染した家族が自宅療

養する際の注意点も公表しました。部屋を可能な限り別室とし全員マスク着用、リネン・食

器などは患者専用、十分な換気、ケアする人は 1 人だけ、こまめに手洗い、テーブル・ドア

ノブ等の共用部分の消毒、等を呼び掛けました。（詳細は、茨城県ホームページをご覧くだ

さい。（https://www.pref.ibaraki.jp/1saigai/2019-ncov/documents/0410kaiken.pdf） 

病院以外の施設等にて療養する場合は、保健師や看護師が常駐し、健康フォローアッ

プを行い、発熱等、感染症の増悪が疑われる場合には、医師に連絡して指示や医療機関

への搬送を行います。 

日本医師会からは、その時に際して「医学的な知見が必要となることから、地域医師会

や医療機関への委託を検討する」との依頼がされており、地域の実情に応じた支援体制の

構築に向けて、ご協力をお願い致します。 

  

https://www.pref.ibaraki.jp/1saigai/2019-ncov/documents/0410kaiken.pdf




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


